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総
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政
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企
画
課（
６
月
１
日
発
行
）

広
報
く
ま
の
は
１
部
22円

で
印
刷
し
て
い
ま
す。

　
https://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:joho@town.kumano.hiroshima.jp
HP

’21 / ６
月
号
 N
o.564

切
り
取
っ
て
、
電
話
機
な
ど
に
貼
っ
て
お
使
い
下
さ
い
。

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた
環境にやさしい環境対応型インキを
使用して印刷されています。

分かりやすく、読みやすく、
間違えにくいユニバーサルデザイン
書体を使用しています。

防
災
無
線
放
送
再
生
ダ
イ
ヤ
ル

（
放
送
終
了
後
2
4
時
間
で
自
動
消
去
）

08
2－
82
0－
56
40

熊
野
町
観
光
大
使
ふ
で
り
ん
　
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

LI
N
E

fa
ce
bo
ok

子
育
て
支
援
情
報
ア
カ
ウ
ン
ト
こ
ふ
で
り
ん

熊
野
町
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

LI
N
E

子
育
て
支

fa
ce
bo
ok

今
月
の
題
字

　

熊
野
第
三
小
学
校
６
年　

稲
荷　

望
愛　

さ
ん

【
評
】
た
か
ら
ば
こ
の
か
ぎ
を
開

け
た
ら
、
楽
器
が
い
っ
ぱ
い
出
て

き
ま
し
た
。
楽
器
の
特
徴
を
し
っ

か
り
と
つ
か
ん
で
い
て
、
い
ろ
い

ろ
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
な

楽
し
い
絵
で
す
。

【
評
】
岡
野
さ
ん
は
「
木
」
と
「
き

へ
ん
」
の
違
い
を
見
つ
け
、
形
が

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
左
右
の

組
み
立
て
を
考
え
な
が
ら
書
き
ま

し
た
。「
へ
ん
」
の
左
払
い
に
対

応
す
る
よ
う
に
、
伸
び
や
か
に
８

画
目
を
書
き
、
形
を
整
え
て
書
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

熊野の自然（381）
クリ
 （ブナ科）

筆
の
駅
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
筆
の
里
工
房
学
芸
員
展

〜
書
・
油
彩
画
・
映
像
〜

■時
６
月
３
日
㈭
〜
15
日
㈫

　

筆
の
里
工
房
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
５
人
の
学
芸
員
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
生
か
し
て

制
作
さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

出
品
者
：
松
村
卓
志
、
松
本
未
穂
、

吉
田
拓
、
山
本
彩
、
井
田
明
宏

熊
野
町
観
光
案
内
所
「
筆
の
駅
」

熊
野
町
出
来
庭
10
‐
６
‐
24

■問
855
‐
１
１
２
３
（
い
い
ふ
み
）

■開
10
時
〜
16
時

　
（
各
展
示
の
最
終
日
は
15
時
閉
場)

■休
水
曜
日
・
第
３
日
曜
日

■￥
無
料

※ 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ご
利
用
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
熊
野
第
三
小
学
校
２
年　

高
濱　

大
謙　

さ
ん

▼
熊
野
第
三
小
学
校
４
年　

岡
野　

葵　

さ
ん

井田明宏　『臨十五番歌合
（手鑑「世尊寺」）』2018年

　

６
月
。
栗
の
花
の
季
節
で
す
。

今
年
伸
び
た
枝
の
下
部
の
葉
腋

か
ら
、
黄
白
色
の
尾
状
の
雄
花

序
を
１
本
ず
つ
出
し
ま
す
。
突

き
出
た
雄
し
べ
が
多
数
並
び
、

細
長
い
ブ
ラ
シ
の
よ
う
で
す
。

特
有
の
青
臭
い
匂
い
が
漂
い
ま

す
。
花
粉
を
媒
介
し
て
く
れ
る

虫
を
呼
び
寄
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

写
真
中
央
の
小
さ
な
固
ま
り

が
雌
花
序
で
す
。
今
年
枝
の
上

部
の
雄
花
序
の
基
部
に
１
〜
２

個
つ
き
ま
す
。
直
径
３
㎜
ほ
ど

の
総
苞
に
雌
花
が
３
個
入
っ
て

い
ま
す
。
総
苞
か
ら
突
き
出
て

い
る
の
は
雌
し
べ
の
花
柱
で
す
。

　

総
苞
は
刺
が
密
生
し
た
毬い
が

と

な
り
、
秋
に
熟
す
と
４
片
に
裂

け
て
堅
果
が
現
わ
れ
ま
す
。
堅

果
は
普
通
３
個
入
っ
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
食
用
と
さ
れ
、
様
々

な
料
理
や
菓
子
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

葉
は
有
柄
で
、
互
生
し
ま
す
。

長
楕
円
形
で
先
が
尖
り
、
多
数

の
側
脈
が
平
行
に
並
び
ま
す
。

鋸
歯
の
先
の
突
起
に
も
緑
色
の

葉
肉
組
織
が
付
い
て
い
て
、
葉

裏
に
小
さ
な
腺
点
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
西
南
部
〜
九
州
に
分

布
す
る
落
葉
高
木
で
、
樹
皮
は

灰
黒
色
。
老
木
で
は
縦
に
長
い

割
れ
目
が
あ
り
ま
す
。
材
は
腐

り
に
く
く
、
家
屋
の
土
台
や
鉄

道
の
枕
木
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま

し
た
。
木
目
が
美
し
く
、
家
具

や
工
芸
品
な
ど
に
も
用
い
ま
す
。

　

名
は
、
果
皮
が
黒
っ
ぽ
い
の

で
、
ク
ロ
が
ク
リ
に
転
訛
し
た

と
の
説
が
あ
り
ま
す
。
シ
バ
グ

リ
は
堅
果
の
小
さ
い
野
生
種
で

す
。
栽
培
種
は
堅
果
が
大
き
く
、

タ
ン
バ
グ
リ
が
有
名
で
す
。

 
【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子

令和３年６月号　－ 20 －


